「ありがとう」を伝えよう
忙しい毎日の中で、言いそびれてしまう「ありがとう」。この一言で、心を温かくしたり、うれしくなったり、頑張れたりする最強の言葉です。年末年始は日々の暮らしを振り返り、大切な人とのつながりを見つめなおす良い機会です。生活の中の「ありがとう」を伝えてみましょう。

家族や身近な人に
家族や友人、職場の仲間、ご近所の方など、普段何気なく接している人にこそ、当たり前のようにやってもらっている事の中に「ありがとう」が隠れていないか探してみてください。「いつもありがとう」と感謝の気持ちを伝えてみましょう。

いつも会えない人に
年末年始は、クリスマスカードや年賀状など、言葉を届ける機会が増える時期です。親子で一緒にカードを作ったり、年賀状に一言添えたりしてなかなか会う事のできない方にも「ありがとう」を届けてみましょう。

地域や自治体に
感謝の気持ちは地域にも向けてみてください。
子ども達の登下校時に旗持ちをして安全を守ってくれる方々や子ども達に関わって下さる方々。各町会や自治会で季節のイベントなどの活動してくださる方々。
品川区の取り組みでは、子ども達の安全を守る「まもるっち」は配布20年を迎えました。米不足の影響から子育て家庭の子ども1人あたり2㎏のお米の配布。夏には後期高齢の方々に熱中症対策で2回の訪問と飲料水の宅配など地域にもたくさん支えられています。

たくさんの感謝を「ありがとう」に込めて新しい年を迎えましょう
編集：阿部・宅島
